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S29年頃から
現在のデザインに
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主な市バス路線

主な民間バス路線



一世帯当たりの自家用乗用車保有台数が多い

市街化区域面積当たりの人口も他都市と比べて低い



交通分担率も自家用車の割合が高い

乗車効率の上昇を見込みにくい





乗車人員はR元年度においてピーク時(S55年度)の約3分の1まで減少

乗車料収入は最後に運賃改定(消費税以外)を実施したH7年度から約半減



当年度純損益はH19年以降赤字が続き、累積赤字も拡大傾向
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表：過去10年間の市バス乗車人員（年間）
（百万人） 
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（年度）
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バス運転手数の将来推計と不足見込み（日本バス協会試算）

出典：国土交通省『令和7年版国土交通白書』
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交通局バス運転士の年齢構成（R8.4.1時点）
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地下鉄事業
との連動

イベント・グッズ・
キャラクター活用
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第一部：パネルディスカッション（40分程度）

• 有識者会議委員によるパネルディスカッション
• 第二部につながるようなテーマを想定

第二部：グループワーク（1時間40分程度）

• 参加者が複数グループに分かれて意見交換
• 各グループより意見交換内容を発表
• 意見交換テーマ例：10年後も利用したい市バスとは？







例：仙台駅→八木山動物公園駅





例：仙台駅→八木山動物公園駅
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上記に加え、考慮すべき観点についてご意見をい
ただきながら第2回以降で議論






